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埼玉県環境住宅賞とは

　地球温暖化防止など、環境への負荷が少ない住まいづくり・住まい方をすすめる

ため、工夫やアイディアに富んだ住宅・住まい手を募集し表彰するものです。

主　催  埼玉県住まいづくり協議会

後　援  埼玉県

対　象

部門 建築部門 リフォーム部門 住まい手部門 アイディア部門

対象となる
住宅・取り
組み

県内に建築された
環境にやさしく、
居住性に優れた住
宅のうち平成15年
1月1日～平成25年
6月30日までの間
に確認済証を受け
た住宅

県 内 に 建 築 さ
れ た 環 境 にや
さしく、居住性
に優 れ た 住 宅
のうち平成 2 5
年9月30日まで
にリフォームし
た住宅

環 境 に 配 慮し
た 住 ま い 方 の
工 夫 や 住 宅 を
長く使用するた
めに行っている
取り組み

環 境 に 配 慮し
た 次 世代 の 住
宅 や 住 ま い方
のアイディア

募　集  平成25年8月1日㈭〜10月31日㈭

審査委員（敬称略、五十音順）

　委員長	 三井所　清典	 公益社団法人日本建築士会連合会　会長

　委　員	 秋元　智子	 認定ＮＰＯ法人環境ネットワーク埼玉　理事・事務局長

　委　員	 片渕　重幸	 社団法人埼玉建築士会　常務理事

　委　員	 佐藤　啓智	 一般社団法人埼玉県建築士事務所協会　副会長

　委　員	 外岡　豊	 埼玉大学経済学部社会環境設計学科　教授

埼玉県環境住宅賞の概要
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　第１回の埼玉県環境住宅賞に建築部門に38件、リフォーム部門に5件、住まい手部門

に13件、アイディア部門に16件、合計で72件もの応募があった。これは官民の新しい

連携の力である。応募作品は総じてレベルが高く、その内容は建築の性能の高い新しい

技術を適用するものから、自然エネルギーを活用し、伝統的知恵を各所に活かす自然と

の親和性の高い省エネ住宅まで優れたものがあった。

　建築部門ではテラスが落葉樹の日射遮蔽などの日影づくりや、埼玉に多い軟弱地盤

対応の基礎杭と併用する地中熱利用技術の提案は興味を引いた。庭を挟んで三世代が

仲良く暮らす北に開く家の提案はいいライフスタイルの住まいづくりとして住宅が個別

の条件を考える好例である。その他、賃貸長屋の省エネタイプの建築は首都圏では有用

なことである。

　リフォーム部門は民家の再生で過去130年とこれからの100年を継ぐ技術適用が興

味深かった。また、集合住宅の改修で省エネを計った事例があったが、これから多く行

われる改修事例であろう。

　アイディア部門では、省エネ住宅をつくった体験のあるユーザーの知恵を集めて発展

させた展示住宅が現実性と夢をつなぐアイディアとしておもしろかった。

　住まい手部門はECO（エコ）という言葉がよく使われていることでエコ意識が相当浸

透していることが推測された。最優秀賞になった緑が家の世代をつなぎ、道往く人々と

家の人をつなぎ、街をつないでいくコミュニティづくりに活かされる提案は楽しく活き活

きとして素晴らしいものである。

目　次　　

埼玉県環境住宅賞の概要 ······································1p

審査委員長総評 ···················································· 2p

目次 ········································································· 2p

最優秀賞 ································································ 3p

優秀賞 ······························································4～6p

入選 ·································································7～11p

佳作 ·····························································12～15p

応募作品 ······················································16～18p

第1回埼玉県環境住宅賞審査委員会
委員長　三井所 清典

総 評
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緑がつなぐ家  ～街並み・コミュニティ・環境・世代～

データ

所 在 地▪さいたま市
構造・階数▪木造 ･２階
敷地面積▪184.65㎡
延床面積▪145.37㎡
建築面積▪	 79.24㎡
居住者構成▪15歳未満　2人

15歳以上65歳未満　2人
65歳以上　1人

応 募 者▪竹田 篤史
設 計 者▪オーガニックスタジオ㈱

代表取締役　三牧 省吾

講評

　緑や自然を大事に考えた家づくり。緑
を中心に、世代、人、街をつなぐように
配慮した家づくりの考え方はとても素敵
である。都会の中で緑を残し、自然の
エネルギー利用を取り入れた建て替えの
コンセプトや工夫は、環境への配慮がと
てもよく表現されている。また、住まい
手としての丁寧なライフスタイルの提案
は、世代間や近隣、生きものとの距離
を縮めるものだと思う。都会の中でも、
このような空間・環境・暮らし方で育つ
子どもたちは、次世代にきっと素晴らし
いものを残してくれるのではないかと期
待している。

最優秀賞（住まい手部門）
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VOID CUBE

データ

所 在 地▪さいたま市
構造・階数▪木造・３階
敷地面積▪132.00㎡
延床面積▪189.71㎡
建築面積▪	 79.15㎡
工　　期▪平成23年2月～10月
工 事 費▪約 3,500 万円
居住者構成▪15歳以上65歳未満　１人

65歳以上　2人
応 募 者▪一級建築士事務所オノデラヨシヒロ建築設計室

代表　小野寺 義博

講評

　多くの作品の中でも今作品がまず目に付いた。シンプルなＢＯＸに色々な空
間があり、自然との調和が取れている建物だと実感。木製のフレームで構成さ
れている建物は暖かみを感じ、光、風、などの動線をうまく考えた建物である。
特に南、西側は全てに開口部があるような建物に見え、プライバシーに対して
は心配だが、天気が良いと一日中温かく過ごせるのではないか。今回の応募内
容ではサッシ、硝子等の仕様が判らなかったが、木製の枠内に硝子を組み込ん
でいるので、熱効率に対しての配慮がかなりなされていると判断した。外観の
籐も大きな役割を持っており、何ともいえない素敵な建物。環境共生住宅とし
て大いに未来を感じる建物である。しかし、外部の清掃が大変ではあると思わ
れる。

優秀賞（建築部門）
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データ

所 在 地▪さいたま市
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪1,076.75㎡
延床面積▪	 297.96㎡
建築面積▪	 204.92㎡
工　　期▪平成24年4月～平成25年2月
工 事 費▪非公表
居住者構成▪15歳以上65歳未満　4人
応 募 者▪㈱アルテック

代表取締役　阿部 勤

講評

　旧与野市の西側に南北に走る鎌倉街道
（与野本町通り）に面した、東に広い前
庭をもつ古民家の再生である。その通り
に面した正面と、建物の内側にあたる月
見台のある落ち着いた庭との間に、しっ
かりと歴史を刻んでこの民家は建ってい
る。今までの 130 年を継承しつつ、日
射、通風等環境への配慮のための中間
領域としての縁側、土間、そして水回り
等の一部増築を加え、これからの 100
年以上を意識して建築された。伝統構
法と新しい技術を熟知した設計者と施工
者、そして良いものを後世に残していこ
うという施主との、両者の意気込みが強
く感じられる、優秀賞にふさわしいすば
らしい作品である。

与野本町の民家

優秀賞（リフォーム部門）

5



データ

構造・階数▪木造 ･２階
敷地面積▪	755.25㎡
延床面積▪	234.10㎡
建築面積▪	180.29㎡
応 募 者▪㈱小林建設

講評

　住宅建設事業者が新しい施主のためにさまざまな工夫を凝らした省エネ住宅
のモデル展示住宅である。日射コントロール、採風窓・排気窓、土間蓄熱、全
天候物干し場、雨水利用、地元木材の利用や薪ストーブなど自然エネルギーを
活用するパッシブ技術の採用と高効率家電や照明技術などのアクティブな設備
技術の両方を体験することができる。
　これらの技術は省エネ住宅を建てたかつての施主達の意見を聞いて発展させ
たもので、企業とユーザーの協働でつくりあげたモデルといえる。地域の気候
風土と居住者のライフスタイルを尊重した住宅の実現を期待したい。

コバケン LaBO

優秀賞（アイディア部門）
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応 募 者▪古郡ホーム㈱　大橋 千賀耶

データ

所 在 地▪熊谷市
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪304.03㎡
延床面積▪118.01㎡
建築面積▪	 73.29㎡
工　　期▪平成24年5月～7月
工 事 費▪約 3,000 万円
居住者構成▪15歳未満　2人

	15歳以上65歳未満　2人

応 募 者▪㈱ミヤケン　代表取締役　宮原 本一,　企画者　宮原 元美

データ

所 在 地▪志木市
構造・階数▪鉄筋コンクリート造・２階
敷地面積▪424.59㎡
延床面積▪343.20㎡
建築面積▪	184.80㎡
工　　期▪平成23年11月～平成24年7月
工 事 費▪約 1 億円
居住者構成▪15歳未満　3人

	15歳以上65歳未満　10人（５世帯）

くまのこみち モーラの家
入選作品（建築部門）

講評

　地中熱をうまく利用した住宅の一例。
埼玉県内の地盤が弱いところでは戸建住
宅でも基礎杭を打つ場合が多いが、基礎
杭を使った地中熱利用は特に埼玉県内で
活用されるべき自然熱利用システムであ
る。

講評

　国産杉間伐材型枠を壁材の一部として
残して活用する点が独創的。他の素材も
厳選した自然素材を多用、太陽熱温水器、
木質ペレットストーブを標準装備、庭には
共有井戸もあり各世帯の家庭用菜園もあ
る。賃貸アパートでもとことんエコの生
活ができる点を高く評価した。
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応 募 者▪㈱けやき建築設計　代表取締役　畔上 喜平

データ

所 在 地▪三芳町
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪390.49㎡
延床面積▪147.90㎡
建築面積▪	103.06㎡
工　　期▪平成24年11月～平成25年4月
工 事 費▪約 4,500 万円
居住者構成▪15歳未満 　2人

	15歳以上65歳未満　2人

データ

所 在 地▪飯能市
構造・階数▪木造・１階
敷地面積▪215.49㎡
延床面積▪	 80.36㎡
建築面積▪		 86.12㎡
工　　期▪平成24年2月～６月
工 事 費▪約 2,000 万円
居住者構成▪15歳未満　2人

	15歳以上65歳未満　2人

雑木林に佇む家 北庭に開く家
中庭を囲んだ３世代家族のための環境共生住宅の試み

入選作品（建築部門）

講評

　既存の落葉樹を上手に活かし、夏の日
射を遮ぎり、冬の日差しを採り入れること
に成功した住宅である。近くの木材を用
いてウッドマイルを低く押え、真壁構法や
南側の大きな掃き出し窓で床面の通風を
促し、涼感を増すなど伝統的な家づくり
の知恵を活かしている。薪ストーブの利
用を含め自然に親しむ生活を尊重する住
まいである。

講評

　普通、日本の住宅は、北に向けては開
口部を大きくはとらない。北側は、暗い
場所であり、寒いところであるから。そ
のため、北側に位置する隣家にとっては、
その開放する南側の窓からは、庭を通し
て前の家のトイレ等の水回りの外壁だけ
が見え、無愛想な景観と必ずやなってし
まっている。しかし、この家は、この常識
を大きく変え、北側の既存母屋との間に
３世代をつなぐ素晴らしいコミュニティ環
境空間を創造している。

応 募 者▪ビオ・ハウス・ジャパン一級建築士事務所　代表取締役／
前橋工科大学　教授　石川 恒夫
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データ

所 在 地▪狭山市
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪ 400㎡
延床面積▪	104.33㎡
建築面積▪	 59.42㎡
工　　期▪平成24年10月

～平成25年2月
工 事 費▪約 2,100 万円
居住者構成▪15歳未満　2人

15歳以上65歳
未満　2人

講評

　地場産無垢木材を使い、
ソーラーシステムも装備した
省エネ住宅を手頃な価格で
供給するための工夫が結実し
た流通販売システム。構造
的にも強く使いやすい間取り
も良い。

応 募 者▪㈱三協建設

充実の箱「じゅうばこ」 　　隙間風さようなら！
　　　　  　いつでも快適温度の家

入選作品（建築部門） 入選作品（リフォーム部門）

データ

所 在 地▪富士見市
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪	83.3㎡
延床面積▪	103㎡
建築面積▪	 50㎡
工　　期▪平成24年9月～12月
工 事 費▪約 2,480 万円
居住者構成▪15歳以上65歳未満　2人

講評

　大きな吹き抜けを設けたのに、以前より暖かくなっ
たと施主からの感想にもあるように、多くの問題解決
を提案し施工にあたっている建物である。暑さ、寒さ
対策に有効な自然素材を使用した断熱材・気密性の高
いサッシへの変更等々、あまり高い金額でなくても断
熱効果がある建物はできるんだと思った。シンプルな
部屋にリフォームしたので使い勝手もかなり良くなっ
た。ファンヒーター１台でまかなえる暖房はエネルギー
消費も少なく、環境にやさしい住宅であると痛感。や
はり建物全体を包み込む工法が良い。世界規模での地
球温暖化防止に向けて、エネルギー消費を少なくなる
よう工夫が大事であると思われる建物だ。

応 募 者▪㈱ＯＫＵＴＡ LOHAS Studio　中濱 花織,　高橋 麗,　木村 光伸
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データ

所 在 地▪蓮田市
構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪ 165㎡

講評

　自然のエネルギーを最大
限に利用したエコ生活。お
金をかけず手間をかけましょ
うというこだわりのコンセプ
トで、自分流のライフスタイ
ルの提案が良い。誰にでも
ちょっと手間をかければでき
るエコライフ、有機的なつな
がりが良い。

データ

所 在 地▪草加市

講評

　縁側は大きな間口となって
いて、昔から近所の人とのコ
ミュニケーションの場となっ
ていた。コミュニケーション
が活発になれば、情報収集
の場となる。住まい手の安全・
安心には情報が必要である。
縁側はその場を提供してくれ
る。冬の陽だまりの中でほっ
と一息が良い。

応 募 者▪青木 美香 応 募 者▪熊沢 哲也

お庭でできるＥＣＯ 縁側が繋ぐあったかコミュニティ
入選作品（住まい手部門）
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講評

　近頃の都市型の小規模宅
地一戸建住宅では隣接家屋
との目隠しや微気候の緩和に
狭い庭地にも緑を植えたい。
その緑はかつての住宅地の
ような塀で囲まれた固有の庭
ではなく隣地や近所の共有
の緑になる。そこで近所と共
同で緑地管理するコモンズは
良いアイディアである。これ
を普及定着させるには近所と
共に管理する規約や共働のコ
ミュニティー的なつながりを
実際につくっていく必要があ
り、アイディアとしてさらに
踏み込んで土地所有の共有
化や共同管理システムの提
案なども示されるとさらに良
かった。

輪になって暮らすしあわせ ＥＣＯについて水から考えた家
入選作品（アイディア部門）

応 募 者▪㈱アキュラホーム

データ

構造・階数▪木造・２階
敷地面積▪147.68㎡
延床面積▪110.00㎡
建築面積▪	 56.00㎡

講評

　屋根上のソーラーパネルの効率維持に
水を活かす他、雨水、地下水を雑用水に
使い、雨水貯留槽を使った空調等、水を
ECO に活かす工夫が徹底され、モニター
室で監視、管理、操作することも提案さ
れている。通風、換気の説明も的確。

応 募 者▪春日部工業高等学校　太刀 聖人
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佳 作（建築部門）

応募者▪石井設計事務所　石井 保

応募者▪伊藤潤一建築都市設計事務所　伊藤 潤一

応募者▪㈱リブラン

応募者▪サイト一級建築士事務所　代表　齋藤 祐子

応募者▪㈱高砂建設　藤岡 正洋

応募者▪㈲宮一技工　宮内 一利

▪resound court

▪コダチノイエ

▪森の中で暮らすような住まいを創造

▪浦和ＫＨ　三角のサンルーム

▪『甲板のある家』

▪無題
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応募者▪近藤建設㈱　小椋 祥司 ,　小松 沙央里

応募者▪コバヤシ空間スタジオ

応募者▪㈲綾部工務店　綾部 孝司

応募者▪一級建築士事務所 co-designstudio　小嶋 直

応募者▪ビオ・ハウス・ジャパン一級建築士事務所　代表取締役／
前橋工科大学　教授　石川 恒夫

▪67戸で共に築く「環境住宅・環境の杜」

▪都市部のサーファーズハウス

▪木がよろこぶ家

▪心地良い「居場所」のある家

▪都市型住宅・ウッドキューブ
～地球環境を考えたこれからの住まいづくり～

佳 作（建築部門）
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佳 作（住まい手部門）

応募者▪㈱ OKUTA　小山 祐理子

応募者▪遠藤 雅人

応募者▪須藤剛建築設計事務所　須藤 剛

応募者▪岸 勇樹 応募者▪林 和貴子

▪3世代のpassiv HOME

▪光・風・緑そして人のECO住宅

▪武蔵浦和の家

▪ママ友みんなでＥCＯぐらし ▪自宅で＂水＂を有効活用

佳 作（リフォーム部門）
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応募者▪春日部工業高等学校　小林 英司

応募者▪炭山 孝典

応募者▪井草 健二

応募者▪㈱アキュラホーム　佐藤 広規

応募者▪太田 雅彦

▪現代の技術と先人の知恵を融合したエコ住宅

▪Ｍｏｓｓ Ｈｏｕｓｅ ～コケで省エネする家～

▪雨を味方にする家

▪我が家の井戸掘り大作戦　2013

▪上下自在開放スクリーン

佳 作（アイディア部門）
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応募者▪岡本 博次 応募者▪㈱アキュラホーム 応募者▪小河原 駿応募者▪星 典明

応募者▪藤井 伸介 応募者▪㈱アキュラホーム　鈴木 広大 応募者▪㈱アキュラホーム　植田 清美応募者▪㈱アキュラホーム　花田 理紗

応募者▪㈱アキュラホーム　白川 有美 応募者▪吉田 知也

応募者▪㈱風間工務店　風間 利高応募者▪古郡ホーム㈱　小笠原 力

応募者▪㈱ＯＫＵＴＡ　小山 祐理子 応募者▪㈱リブラン

▪新-Ｔａｉｙｏｕｋｏｕ-と旧-Ｉｄｏ-の共存ECO住宅 ▪陽・風・水・人のエネルギーに配慮した家 ▪光と風と水をデザインする家▪エコアイテム結集の家

▪斜めルーバーのイエ ▪ライフデザインをし自然と生きる家 ▪次世代スマートハウス▪水資源を大切にする家

▪自然を活かすエコ暮らし住宅 ▪住まいの環境　人の“感”境 ▪天と地の恵み　自然を取り込み中和する住宅▪常盤町の家

▪子供がのびのび育つマイホーム ▪四季の移ろいを家族みんなで楽しむ住まい

建築部門応募作品
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応募者▪井野口 千紘

応募者▪ひでりこ植木設計事務所　植木 秀視

応募者▪旭化成ホームズ㈱ 応募者▪島田義信建築設計事務所　島田 義信 応募者▪大樹建築・造形研究所　森 大樹 応募者▪㈱ポラス　齋藤 雄一

応募者▪㈱ポラス　本堂 洋一 応募者▪㈱ポラス　本堂 洋一 応募者▪㈱山口企画設計

▪スカイコテージのある　しぜんごこちの家

▪街育プロジェクト「結美の丘」

▪慈光庵

▪越谷ゆいまーる

▪終の棲家を　和の雰囲気に　ＤＩＹでチャレンジ ▪私にできるECO

▪Ｉ邸

▪所沢の家　ＥCＯハイブリッド住宅

▪Ｌｅｃｈｅ

建築部門応募作品

リフォーム部門応募作品 住まい手部門応募作品

応募者▪上條 謙治

▪無題
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応募者▪渡辺 茂樹応募者▪室井 みちよ

応募者▪㈱アキュラホーム　中田 百合江 応募者▪近藤建設㈱　上村 勝則 応募者▪川木建設㈱　夢川 応募者▪春日部工業高等学校　高橋 萌

応募者▪春日部工業高等学校　島林 敬太

応募者▪信藤 聡美 応募者▪ケイアイスター不動産㈱ 応募者▪黒須 卓也

応募者▪熊木 ももこ 応募者▪阿久根 幸晴 応募者▪大西 彰子

▪万能面格子による快適な生活▪Ｌｅｃｈｅ ▪小さなことからこつこつと。楽しくエコ活動!！

▪自然と調和する2部屋のリビング ▪自然の力で快適に暮らす家 ▪自然の光と風を取り入れた　ＥCＯ＆ＳＭＡRＴな家 ▪緑と人のつながる家～風通しの良い老後の生活～

▪水箱～水に包まれて暮らす～ ▪Ｔｒｅｅ Ｈｏｕｓｅ～木になる家～ ▪ケイアイスマートハウス　本庄早稲田の杜 ▪灰色の空間

▪環境にやさしい家 ▪電気料削減の取組み ▪我が家の考えるリビングでのエコ工夫

住まい手部門応募作品

アイディア部門応募作品
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発行：埼玉県住まいづくり協議会
☎048-830-0033

編集

三好　　義典
大西　　雅典
室井　　綾子
熊沢　　哲也
高頭　　秀和
佐々木　香子

編集後記

　未来ある子どもたちのためにも、環境に負荷をかけない住まいづくりや住まい方に取り組まな
ければなりません。環境へ配慮することの大切さを伝える活動としてはじめた「埼玉県環境住宅賞」
にご応募いただいた多くの方に感謝いたします。また、このようなすばらしい作品を紹介できるこ
とを私たちは誇りに思います。皆様には埼玉県環境住宅賞をきっかけに環境にやさしい住まいづく
り・住まい方について考え、行動していただけることを期待します。


